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1; 概要
1.1 目的

}II棚JIIを対象とした平面2次元氾濫シミュレーションを実施し、想定氾濫区域図を作成すると

ともに、氾濫ブロック毎の資産について整理する。

オ.2 検討内容

1.2.1 現況涜下能力の検討

現況何道を対象に、 10印nピッチを基本として流下能力を算定し、各断面のH-Q式について整

理する。また、各断面の現況堤防高、計画高水位、堤内地盤高を整理し、無害水位について検討

を行い、 H-Q式をもとに無害流量を算定する。

1.2.2 洪水氾濫解析

}II棚川の・01740～18/953を対象とした平面2次元氾濫解析モデルをもとに、無害流量の検討結

果を反映した現況モデノレを作成する。

作成した現況モデルにより氾濫シミュレーションを実施する。その際、洪水調節施設の状況は

現況（野々川ダムあり、石木ダムなし）とし、検討対象降雨は、確率規模 1/100年（計画降雨波

形）とする。

1.2.3 氾濫区域図作成

洪水氾濫解析結果をもとに、氾濫区域図を作成する。湛水範囲はメッシュ表示とする。また、

氾濫区域内の資産（宅地）の分布についても整理する。

1.2.4 氾濫区域内資産整理

氾濫解析結果をもとに、氾濫ブロック毎の氾濫区域内資産を算定する。資産の算定項目は、長

崎県における流域重要度評価指標と同じく、「氾濫面積J、「人口J、f宅地面積j、『資産額J、『工業

出荷額Jとする。

1・1
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2. 現況流下能力の検討

2.1 検討条件の整理
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2.2 無害流量算定結果

以上の条件をもとに、無害流量を算定した結果を図2.2.1に示す。
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3. 洪水氾濫解析
3.1 検討条件の整理

3.1.1 氾濫シミュレーシヨン条件

J，，棚川における、氾濫ブロック毎の犯濫が生じた際の影響について、氾濫シミュレーションに

より検討を行った。氾濫シミュレーションの前提条件および評価の方法は次のとおりとした。

1 
t道可

件条

2 
流

件量条

3 
犯

普算

①対象とする河道および洪水調節施設については現況とする。

②ブロック毎に破堤（または溢水）が生じた際の影響を評価し、比較を行う。

③川棚川本川は堤防満杯でほぼ 1/100の流量を流下し得るため、当該ブロックのシミ

ュレーションを行う際は、それより上流ブロックの堤防溢水や破堤による流量低減を

考慮、しない。

④各プロックの破堤箇所は、プロック内で無害流量が最小となる地点に設定する。

⑤各ブロックにおける氾濫が生じた際の影響度合いについては、長崎県で採用されて

いる「流域重要度評価指標Jにより評価する。

表 3.1.1 氾濫シミュレーション条件一覧表

項目 設定内容

対象河道 －現況河道
Jll捌）11本）II：河口（・01740）～舘橋（15/253)
川棚Jll本川上流助成区間：舘繍（0/000(15/253））～山口徳（31700(18/953)) 

プロック分 ・本川左岸 13ブロック，本川右岸 13プロック，本川上流災害助成区間 1プロ

寄j
ックに分割。

破堤・1益水条 (Jll倒Jll本JIト01740～15/253)

件
・プロック毎に流下能力が最小となる地点を破堤地点または溢水地点として設
定。（26箇所）
・築堤部は破堤、掘り込み何道部は溢水。
（本）fl上流助成区間0/000～3/700)
• 200回毎に溢水地点を設定。（40箇所）

洪水調節施 －現況（野々 川ダムあり）

段

対象降雨 ① 1/100年（842.7型，山道機 1320m3/s) 

計算手法 • Jll棚JII河口（・01740）～館橋（15/253）：何道は 1次元不定流計算、氾濫原は
平面2次元不定流計算
・川柳川館橋（0/000(15/253））～山口橋（31700(18/953））：等流計算

計算条件 ①出発水位
1/100については河口部に朔望平均満潮位（T.P0.37m）を与えた。

3・1
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3.1.2 氾濫ブロック分割

氾濫プロックは、想定氾濫区域内において計画高水流量相当の洪水が流下した場合に、氾濫流

が山付堤，支川堤等により遮断される犯濫形態上の一連ブロックで分割するものとする。

上記を考慮して， JII棚川および石木川の氾濫ブロック分割は下表および次頁図に示す。

表 3.1.2 氾濫ヲロック一覧表

ブロック No. プロック名 区域

1 川棚川｜右岸 -0/350～－0/050 

2 川棚川｜左岸 -0/350～－01050 
3. 川棚）I I右岸 -0/050～0/600 

4 川棚川左岸 -0/050～01500 

5 川棚川右岸 01600～11400 

6 川棚）11左岸 O斤00～1/400

7 川棚JII左岸 11350～2/000 

8 川棚川｜右岸 inoo～2/400 
9 川棚川｜左岸 21400～41600 

IO 川棚川右岸 4/000～5/800 

11 川棚川｜左岸 5/600～8/400 

12 川棚川右岸 5/900～7/400 

13 川棚川｜右岸 7/400～8/800 

14 川棚川｜左岸 81600～11/000 

15 川棚）11右岸 9/400～10/200 

16 川棚JII右岸 10/200～12/000 

17 JI I棚JII左岸 11/400～11/600 

18 川棚川左岸 11/600～12/000 

19 川棚川左岸 12/000～13/200 

20 川棚JII右岸 12/600～13/100 

21 川棚川左岸 13/200～14/100 

22 川棚川｜右岸 13/100～14/100 

23 川棚川｜右岸 14/100～15/000 

24 川｜棚川左岸 14/100～15/000 

25 JI I棚川左岸 15/000～15/253 

26 川棚川右岸 15/000～15/253 

27 舘橋上流
01000 (15/253）～ 

31700 (18/953) 
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3.1.3 破農園溢水条件

(1）川棚川 フロック No1～26

各プロックにおいて流下能力が最小になる地点を破堤箇所として設定した。溢水・破堤条

件のブロック毎の整理表を以下に示す。

表 3.1.3 破堤 E溢水条件一覧表

H.W.L 
苓芋ヨザO＜ト主主 lh 

事高w一玄L聞余裕の
1 （＇段T水階P位十評m価〕 堤（T内P高地会＋m盤｝ 

評価水位 破堤又は
ブロック名 左右岸 距隊標

σ.P.+m) (T P高+m】 (T.P.+m) f益水

ヌロッフ1 ー＝ -u」!UU l.j4り l.'IJU 0.410 0.410 1.4UU l.400 旬E喧E

ブロック2 左 ・0.076 1.563 3.718 2.718 1.563 2.300 2.300 破堤

ブロック3 右 0.400 2.444 4.520 3.520 2.444 2.500 2.500 破堤

ブロック4 左 0.400 2.444 4.730 3.730 2.444 2.300 2.444 破事E
ヲロック5 右 1.200 4.274 5.223 4.223 4.223 3.500 4.223 破堤

ブロックS 左 1.200 4.274 5.343 4.343 4.274 3.900 4.274 破堤

フロック7 左 2.000 7.080 9.000 S.000 7.080 S.000 8.000 破堤

ブロックB 右 2.000 7.080 9.110 S.110 7.080 7.000 7.080 破堤

ブロック9 左 3.950 I 1.690 13.110 12.110 11.690 I I.ODO I 1.690 破堤

ブロック10 右 5.600 16.730 17.730 16.730 16.730 16.800 16.800 破堤

ブロック11 左 7.930 23.860 25.170 24.170 23.860 23.300 23.860 破堤

ブロック12 右 7.400 23.200 24.200 23.200 23.200 23.200 23.200 破堤

プロック13 右 7.800 23.600 24.600 23.600 23.600 23.500 23.600 破壊

ブロック14 左 10.800 34.032 34.832 34.032 34.032 33.200 34.032 破堤

ブロック15 右 9.760 29.420 30.220 29.420 29.420 29.500 29.500 破堤

ブロック16 右 10.800 34.032 34.832 34.032 34.032 34.000 34.032 破提

ブロック17 左 11.400 36.777 37.577 36.777 36.777 36.300 36.777 破堤

ブロック18 1i 11.800 38.1 IO 38.910 38.110 38.110 38.000 38.110 破堤

ブロック19 左 12.200 39.443 40.243 39.443 39.443 39.600 39.600 破堤

ブロック20 右 12.800 42.460 43.260 42.460 42.460 44.100 44.100 1益水
ブロック21 左 14.000 49.120 49.920 49.120 49.120 48.000 49.120 破堤
ヌロック22 主＝ 14.UUU 4~.!LU 'll/.l/,W 'll/.l:LU 49.120 'l!S.UUU 4!:1.1:.!U 倣君主

ブロック23 右 14.800 55_j40 56.140 55.340 55.340 54.900 55.340 破堤

ブロック24 左 14.800 55.340 56.140 55.340 55.340 55.200 55.340 破堤
ブロック25 左 IS.ODO 56.540 57.140 56.540 56.540 56.900 56.900 破堤
ブロック26 右 15.000 56.540 57.140 56.540 56.540 56.100 56.540 破堤

(2）川棚川 ブロック No.27

本川上流の災害助成区間（館橋； 01000(15/253）～山口橋；31700(18/953））については、

勾配が急で氾濫原が狭く、河道と堤内地が一体となった流下型犯濫となるため、堤内地まで

含めた何道断面を 200mピッチで設定し、等流計算lこより氾濫水位を算定した。

3・4
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表3.1.4(2) ブロック毎の破堤地点算定表 （2)
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表 3.1.4 (3) ブロック径の破堤地点算定義 （3)
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表 3.1.4(4) ブロ γク毎の破堤抱点算定表 ：4)
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3.1.4 流量条件

(1) 流量の設定方法

川棚川河川整備基本方針における計画降雨は、昭和 42年 7月 9日型 cm型拡大）である
ことから、昭和 42年7月9日実績降雨波形を 3時間（洪水到達時間）雨量および24時間（計

画降雨継続時間）が 11100の各確率規模となるように拡大し、確率規模毎の降雨波形を作成

した。作成した確率規模別の降雨波形をもとに、整備基本方針における計画流出計算モデル

により流出計算を行い、河道流量を設定した。

以下に、確率規模別の降雨波形を示す。
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(2) 確率規模別流量

確率規模毎の降雨波形をもとに流出計算をおこなった結果、確率規模別の流量配分は表

-3.1.6のようになった。

表・3.1.5 確率規模~lj流量

確率流量 （m3/s)

N。 区間
11109 

1 河口（--0/740）～野口川合流点（0/600) 1.360 

2 野口川合流点（0/600）～山道繍（1/400) 1.320 

3 山道橋（1/400）～石本川合涜点（2/060) 1.320 

4 石木川合:m点（2/060）～捌回橋（3/873) 1. 010 

5 停j回締 （3/873）～猪粂川合流点（4/450) 990 

6 猪乗川合流点（4/4切）～志新川合流点（5/880) 910 

7 志新川合流点（5/880）～長野川合流点(7/360) 860 

8 長野川合流点（7/360）～Ill内川合流点（8/360) 770 

9 川内川会涜点（8/360）～村木川合流点（9/230) 730 

10-1 村木川合涜点（9/230）～9/760 610 

1【日 9/760～11/140 580 

10-3 11/140～金屋川合流点（11/610) 570 

11-1 金屋川合流点（11/610）～11/800 510 

11-2 11/800～12/500 490 

11-3 12/500～13/080 450 

11-4 13/080～回目j当川合流点（14/030) 440 

12 因別当川合~点（14/030）～弁石川合流点 (14/840) 320 

13 弁石川合流点（14/840）～野々川合流点(15/200) 210 

14 野々川合流点(15/200）～館構（15/253) 200 

15 館橋～左支川合流点 200 

16 左支川合涜点～小樽川合ill点 150 

17 小樽川合lit点～木場山川合流点 110 

18 木場山川合流点～山口橋（18/960) 40 
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3.2 氾濫シミュレーション結果

以上の条件にもとづき、氾濫シミュレーションを行った結果を以下に示す。（ただし，次頁以

降に示す結果は平面二次元犯濫解析を行っているブロック 1～26の浸水エリアを示しており，ブ

ロック 27＂については後述の「4.氾濫区域図作成Jにおいて示すこととする）
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4. 氾濫区域図作成

4.1 氾濫区域図の作成

氾濫シミュレーション結果をもとに、想定氾濫区域図を作成した。なお、浸水範囲、浸水深等

については現地の状況を確認して反映させた。作成した想定把濫区域図を以下に示す。
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4.2 氾濫区域内資産分布

想定氾濫区域内の宅地について、 1/10,000地形図により調査し、その分布を図化した。その

結果を以下に示す。
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5. 氾濫区域内資産整理

5.1 資産の算定方法

;.k校すまt'.:r~ · ： 1批；拾17; ； ニ よ ・ ’ ＂；：1!Y.i l.た今ι・叶・.-・ ヶ - • ・- ' I 1'1-il:.''iw. .・ ー ノ y，ー’）＼ 、、j..＇｝、｜

: ha) 

i) ~nで~t!. ;w.: . ¥.if長＇ha)

引 は出；ぇ；刈阿古J主p'1if;良

.)) 121蛍：℃.)lt:tで人t （人

,t) iJ（慌i式‘..uxffて1・i'f主

ミ）jfl f監 ｜式－i1.1:t'1r・恭明f;t制（！寸月

Fi J;I付｝

；晶子時ぴ》：μ定万1去を永 f5.ll 1こ.－1、十

流減評価指標算定方法

唱圃 量定方f呈

1) Ull• ＜唱｝ .，号、メマシaによる!1'1官シ王主dー：ν司・，1：.：‘Js~を

. =ra · ~・e壇宅 止哩’d·調量品 、 ‘ 置崎』院の F量川田曾噌ali! •?4引.；（ ：＞＂ ι 」
幻 ね・E繍内電亀”.(hi) -、．

ニに1ニ8霊旦温匹蝿円由ilR般世圭，ll..て盟主

調E蝿メ ッν ュ緩Itヂー’ l二~.0$高河内m〆E理ソ〆官シマ込ュシA官蝿：~の鰻.人骨？問口寺で，＿告，ir31 A ロlA! ぬM，シュにー宅の’F人B口鞠比国で悟積帽分膏1t
5は為，／.Jシュ

相u主，f章、 ・世帯償、 軍a・.世帯ll •

竃量 量，、底面積ず‘
－軍司l!W雷、積当りの鼠ぺ底E横

？ 割Ull ＇.の量ペ底面積古毛tt~匁割Ul飼量’E

両瞳置’偲問 、 ・量《底E帯当・)JI塵鍋 1:0 l平岡叫撞本持活踊壷マ：.，1'ん ll ' 

世帯電E世帯嘗： ・以5旬t壇h・：メaソνンン〆シaユュIζ紙ー宅針の唱デ世曲ー帯積EヲE比t二で~複，：分S圃庇』壷淘．世：l忽調ノ車更ン〆口ユッ重司シb町ュ’革古院開傷計で者デ置’Eーを剖． タ.. ,,,. 
費量舗 !l!F ~ ·I t’署艦、。う帽~” 1S OIO'f司曾輔増本’E滑網膏マ－, ，.ル 寓・

Iii畠車世帯訟 1：豆帯
・司tll1W曹．・8・畠＇Idラ轟渇軍:t暑苦R
，，車量＜.111.as曹世帯槍 長時唾腺針隼館

••• 貨車z• ’E銅 刊E釦 J134手同 1!!1腰，靖男R幡膏師量マ二aT」 事・

瞳内 E• 在庫 21~キ円 出穂 ー；畠本館j耳偏量マ ニ ＞＇.＇ I・ ’E

置..暢
慣掴

－・ . ！評E価畠鍋嗣桂昌司E車E世8・”鯵員IA!Iリ曲リ貰It.静情”.. ,, 一 書帽 宣マ.：.，，， !I~ ＇轟l

在庫
従，E書置 HI.I・軍to,量岡県II'.制忽.

－本作図面樋自主計期
本自由概 川

橿帽 2関J6量干マR二te畏唱皐、軍醜＇ ~二g草よ笛るに農よ作る機豆自E電時収よ量りとi主‘主
治水鰻量 .i 7 1~ 
－纏地車輸店主軒.ti

.，，’ :is盛柄 引、． E平日E舗 ‘3刷；：n. .,. E時晴減計a年Eーによ..，薗喰喝割平均車量と
泊ホ眼5・s・膏守二Aアル 白：l!'i.1 ：~＜；. ft橋信・ーより役：）£）

持ttd軍司ヨ 水量量積‘静量純、． S面場、評価”

~） ••11••峨肉質．． 【・同】 t・2・3・..!i 

・星喝恨の工置 t平宜Il !l .¥. ・）.製竃，・E軍lot伝E里a町E・－人語、ニ刀.... ~’h二d甥t畠F七：：.割壇時”を
5) :i:・....（・円｝ •6 n•手間 人 11 11幡町． 6 .;a1.:;i:，、 .: L. 革量電販

院の’b’.也晃喝.・tiIを－・ し て • H-..氾4瑳進”抵・圃富宣言提唱8岨・・宮全世・
軍曹 ・. ，眼差E鑑、w’li 医暗問It，ー曹 として曹ま

表 51.1 

お
員u
t
I

鹿

骨
量
T

億
年

E
s
t
4
 

F
仲
立
仲
立
時
世

円唱団
千
平
平

4

・a
年

9
Mtt
 

－
－

f
 

デ
ル
山
町

計
ア
ユ

賦

ニ
V

は

w

マ
pm

f
量
埴
笠

ユ
眠
時
叫
肘

ニ
湯
量
概

マ叫
q

’aR
害
水
野
崎

三
重
E
畏

1》
・－m
 

使hr 

0・ I 



5.2 j巴；宮ブロック毎の資産算定結果
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表 522 流域評価指標の確率規模別・区間見ljの比鞍 ：上i荒・下流の平士均値による比較）
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表 5.2.3 流域評価指標の確率規模~·： . 区間見ljのニヒ較 （よ流‘下流の合計｛直による比較j
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5.3 まとめ

犯濫区域内資産検討の結果を整理すると、以下のようである。

(1）ブロック毎に流域重要度の詳価指標を整理すると、石木川｜下流のプロックの数値が全体

的に高い。

(2）特に流域の重要度に寄与すると考えられる想定氾濫区域内資産で判断すると、 11100規

模の洪水が発生した場合に、石木JII下流ブロックの総資産は約200億円（平均資産約25億

円）、石木川上流で約 80億円（平均資産約 4億円）となり石木｝II上 ・下流で2倍以上違い

がある。

・今回の評価指標で石木川下流と上流を評価した場合、石木）11上流に比べて下流の流域重要度

の方が比較的高いといえる。
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